
ピピーーママンン
*1
(野菜類の登録農薬も使用できる)
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(
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アグロケア水 BM2 1 - ◎ ◎ ◎

インプレッションクリ
ア水

BM2 *f - ◎

ボトピカ水 BM2 *f - ◎

トップジンＭ水 1 1 3 ◎

ベンレート水 1 1 3 ◎ ◎ ◎

アフェットFL 7 1 3 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

カンタスDF 7 1 3 ◎ ◎

パレード20FL 7 1 3 ◎ ◎ ◎

アミスター20FL 11 1 4 ◎

スクレアFL 11 1 3 ◎ ◎

ストロビーFL 11 1 3 ◎ ◎

ライメイFL 21 1 3 ◎

ランマンFL 21 1 4 ◎

フルピカFL 9 1 4 ◎

セイビアーFL20 12 1 3 ◎ 　 　 ◎

スミレックス水 2 1 5 ◎ ◎ ◎

ロブラール水 2 1 4 ◎ ◎

*c 1 Ⓡ

1 2 ◎

リゾレックス粉 14 *d 1 Ⓡ

サプロール乳 3 1 3 ◎

スコア顆水 3 1 3 ◎

トリフミン水 3 1 5 ◎

ラリー水 3 1 4 ◎ ◎

ルビゲン水 3 1 4 ◎

ピクシオＤＦ 17 1 3 ◎ ◎

レーバスFL 40 1 2 ◎

オリゼメート粒 P2 *e 1 ◎ ◎

リゾレックス水 14
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ピピーーママンン
*1
(野菜類の登録農薬も使用できる)
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ピシロックFL U17 1 3 ◎

サンヨール乳 M1 1 4 ◎

オーソサイド水80 M4 *a 2 ◎

ダコニール1000FL M5 1 3 ◎ ◎ ◎ ◎

パルミノFL M10 1 3 ◎

モレスタン水 M10 1 3 ◎

ユニフォーム粒 4・11 1 3 ◎

シグナムＷＤＧ 7・11 1 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ベジセイバーFL 7・M5 1 3 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

アミスターオプティFL 11・M5 1 3 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ドーシャスFL 21・M5 1 3 ◎ ◎

カスミンボルドー水 24・M1 1 5 ◎ ◎ ◎

パンチョＴＦ顆水 3・U6 1 2 ◎

*1:ピーマンとシシトウは使用できる農薬が異なる。

*a:播種後～2～3葉期まで　*c:播種時　*d:播種前
*e:定植時　*f:発病前～発病初期まで　Ⓡ:リゾクトニア菌による病害
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スピノエース顆水 5 1 2 ◎ オ
コロマイト乳 6 1 2 ◎ ◎ ◎
アドバンテージ粒 1A 劇 *b 1 ナ
ガゼット粒 1A 劇 *b 1 ◎ ナ

*i 1 ◎ ナ
*d 1 ◎

オルトラン粒 1B *a 1 ◎
*c 2 ◎ ◎
*f 3 ◎

ネマキック粒 1B *d 1 ◎
ネマトリンエース粒 1B *d 1 ◎
マラソン乳 1B 1 5 ◎ ◎
ラグビーＭＣ粒 1B *d 1 ◎
アーデント水 3A 1 2 ◎ カ ◎
アグロスリン水 3A 劇 1 5 ◎ タ
アグロスリン乳 3A 劇 1 5 ◎
アディオン乳 3A 1 5 ◎ ◎ タ
ガードベイトＡ粒 3A *L 5 ◎
トレボン乳 3A 1 3 ◎
ロディー乳 3A 劇 1 3 ◎ ◎
アクタラ顆溶 4A 1 3 ◎ ◎ ナ ◎
アクタラ粒５ 4A *a 1 ◎ ナ
アドマイヤー顆水 4A 劇 1 2 施 ◎ ◎

*a ◎ ◎
*h ◎

アルバリン顆溶 4A 1 2 ◎ ◎ ◎ ◎
*i ◎ ◎
*a ◎ ◎
*j 2 ◎
*a ◎
*h ◎
*n 2 ◎

ダントツ溶 4A 1 2 ◎ ◎ ナ ◎
バリアード顆水 4A 劇 1 3 ◎
ベストガード溶 4A 1 3 ◎ ◎ ナ

*i ◎ ◎
*a ◎ ◎ ナ

モスピラン顆溶 4A 劇 1 2 ◎ ◎ ◎
*k ◎ ◎
*a ◎

トランスフォームFL 4C 1 2 ◎ ◎
ディアナＳＣ 5 1 2 ◎ ◎ オ ◎
アグリメック乳 6 劇 1 3 ◎ ◎ ◎
アニキ乳 6 1 3 ◎ オ ◎ ◎
アファーム乳 6 1 2 ◎ オ
コルト顆水 9B 1 2 ◎ ◎
チェス顆水 9B 1 3 ◎
ニッソラン水 10A 1 2 ◎
コテツFL 13 劇 1 2 ミ オ ◎
アタブロン乳 15 1 3 ナ オ ◎
カウンター乳 15 1 4 オ

アルバリン粒
スタークル粒

4A

1B

4A

4A

4A
1

1

バイデートＬ粒 劇1A

4A

モスピラン粒

ピピーーママンン
*1
(野菜類の登録農薬も使用できる)

アドマイヤー１粒 1

ダイアジノン粒５

1

1ベストガード粒

ダントツ粒
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ピピーーママンン
*1
(野菜類の登録農薬も使用できる)

カスケード乳 15 1 3 ナ オ
マッチ乳 15 1 4 オ
ファルコンFL 18 1 2 オ ◎
マトリックFL 18 1 3 オ
カネマイトFL 20B 1 1 ◎ ◎
マイトコーネFL 20D 1 1 ◎
サンマイトFL 21A 劇 1 2 ◎
ダニトロンFL 21A 1 3 ◎
ハチハチ乳 21A 劇 1 1 ◎ ◎ ◎
トルネードエースＤＦ 22A 1 2 オ
アクセルFL 22B 1 3 オ

*g 1 灌 灌 灌 灌 灌
1 3 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

スターマイトFL 25A 1 1 ◎ ◎
ダニサラバFL 25A 1 2 ◎
フェニックス顆水 28 1 2 オ

*m ◎ ◎ ◎
*e ◎
*g 1 灌 灌
1 2 オ ◎

ベネビアＯＤ 28 1 3 ◎ ◎ ◎ オ
ベリマークＳＣ 28 *g 1 灌 灌 灌 灌

*g 1 灌 灌
1 3 ◎ ◎ オ

ウララＤＦ 29 1 2 ◎
グレーシア乳 30 1 2 ◎ ◎ オ ◎ ◎
ダニオーテFL 33 1 2 ◎
ファインセーブFL 34 劇 1 3 バ ◎
パルミノFL UN 1 3 ◎ ◎
プレオFL UN 1 2 ◎ ◎
モレスタン水 UN 1 3 ◎
サンヨール乳 - 1 4 ◎
アファームエクセラ顆水 6･15 1 2 オ ◎

1

23

プレバソンFL５

プリロッソ粒オメガ 28

28

ヨーバルFL 28

*1:ピーマンとシシトウは使用できる農薬が異なる。
*a:定植時　*b:育苗期後半又は定植時　*c:播種時又は定植時　*d:定植前
*e:鉢上げ時　*f:収穫開始10日前まで　*g:育苗期後半～定植当日　*h:育苗期後半
*i:育苗期　*j:生育期（但し収穫前日まで）　*k:定植前日～定植当日　*L:生育初期
*m:育苗期後半～定植時　*n:定植後(但し収穫前日まで)
オ:オオタバコガ　カ:ミカンキイロアザミウマ　タ:タバコガ
ナ:ミナミキイロアザミウマ　バ:タバココナジラミ類
ミ:ミカンキイロアザミウマ及びミナミキイロアザミウマ
灌:灌注処理での登録　　施:施設栽培

モベントFL
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ピピーーママンン*1(野菜類の登録農薬も使用できる)  

*1:ピーマンとシシトウは使用できる農薬が異なる。 

病害虫名 防除時期 防除方法 参考事項 
疫病 定植前 1.圃場の排水をはかる。 

2.発病のおそれがあるところは土
壌消毒する(土壌消毒の項参照)。 

 

 生育期 ・発病初期に次の薬剤のいずれか
を施用する。 
 ピシロックフロアブル 1000倍 
 ランマンフロアブル 2000倍 
ユニフォーム粒剤△ ３ｇ/株 

 
△定植後～定植後３
週間までの使用は避
ける。 

灰色かび
病 

生育期 1.施設・トンネル内は多湿になら
ないように注意する。 
2.次の薬剤のいずれかを散布す
る。 
 カンタスドライフロアブル● 
  1000～1500倍 
 ロブラール水和剤● 
  1000～1500倍 

 
 
 
 
●耐性菌を生じるお
それがあるので連用
しない。 

うどんこ
病 

生育期 ・発生を認めたら次の薬剤のいず
れかを散布する。 
 ストロビーフロアブル 3000倍 
 ダコニール1000(FL) 1000倍 
 トリフミン水和剤● 
  3000～5000倍 
 パンチョＴＦ顆粒水和剤● 

2000倍 

 
 
 
 
●ＤＭＩ剤は耐性菌
を生じるおそれがあ
るので連用しない。 

白絹病 生育期 ・発生を認めたら初期に次の薬剤
を土壌灌注する。 
 リゾレックス水和剤 
  1000倍 １ℓ/株 
 

 
 
 

モザイク
病 
(ＣＭＶ) 

 ・トマトモザイク病に準ずる。  シルバーマルチ(ム
シコン等)によるマル
チ栽培は有効であ
る。 

黄化えそ
病(ＴＳＷ
Ｖ) 

育苗期 
～生育期 

・トマト黄化えそ病に準ずる。  

斑点細菌
病 

生育期 ・発生を認めたら次の薬剤のいず
れかを散布する。 
 カスミンボルドー(水) 1000倍 
 Ｚボルドー(水)＊ 500倍 

 気温20℃以上の時
発生する。 
 ピーマン、トウガ
ラシのほかトマトに
も発生する。 
＊野菜類での登録 
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ピピーーママンン*1(野菜類の登録農薬も使用できる)  

*1:ピーマンとシシトウは使用できる農薬が異なる。 

病害虫名 防除時期 防除方法 参考事項 
アブラム
シ類 

定植時 ・次の薬剤のいずれかを植穴に施
用し、土とよく混ぜる。 
 アドマイヤー1粒剤 1～2ｇ/株 
 ダントツ粒剤 １ｇ/株 
 ベストガード粒剤 1～2ｇ/株 

 
 
 

 生育期 ・発生を見たら次の薬剤のいずれ
かを散布する。 
 アディオン乳剤 2000～3000倍 
 ダントツ水溶剤 2000～4000倍 
 マラソン乳剤 2000～3000倍 
 モスピラン顆粒水溶剤 4000倍 

 
 
 
 

アザミウ
マ類 

生育期 ・発生を見たら次の薬剤のいずれ
かを散布する。 
 スピノエース顆粒水和剤 5000倍 
 モスピラン顆粒水溶剤 4000倍 

 
 
 
 

タバコガ 生育期 ・発生が多いときは次の薬剤のい
ずれかを散布する。 
 アディオン乳剤 2000倍 
 プレオフロアブル＃ 1000倍 

 
 
＃タバコガ類での登
録 

オオタバ
コガ 

生育期 ・発生が多いときは次の薬剤のい
ずれかを散布する。 
 アファ－ム乳剤 2000倍 
 エスマルクＤＦ＊ 1000倍 
 フェニックス顆粒水和剤 
  2000～4000倍 

 
 
 
＊野菜類での登録 

ネキリム
シ類 

播種時又は
定植時 

・次の薬剤を全面又は作条に施用
し、土壌混和する。 
 ダイアジノン粒剤５ 
  4～6kg/10ａ 

 発生量は多くない
ので、被害のあった
株元の土を調べ、幼
虫を捕殺する。 

ネコブセ
ンチュウ 

定植前 ・次の薬剤のいずれかを全面土壌
混和する。 
 ネマトリンエース粒剤 
  15～20kg/10ａ 
 ラグビーＭＣ粒剤 20kg/10ａ 

 
 

 

 

305− 　 −

ピ

ー

マ

ン


